
ご挨拶 
明けましておめでとうございます。会員

の皆様には、日頃より鈴蘭学園にご協力・

ご声援をいただき感謝申し上げます。 

昨年暮れ（クリスマス頃）には、私自身今

まであまりかかった事のないインフルエン

ザにかかってしまい、年を越し１月３日く

らいまで、寝たり起きたりの毎日でした。 

今は、良くなり毎日飛び回っている状態

です。皆様もお体にお気をつけて、今年一

年またよろしくお願いします。（中村 鳴美） 

 

 

新年のご挨拶 
遅くなりましたが、今年も宜しくお願

い致します。 

一昨年の通信挨拶では「次にステージ

へ向けて」と題し、昨年はそれを実践す

るかのような一年でありました。とは言

え、「今の自分にいったい何が出来るの

か？」という考えは変わりません。昨年

は当初の予定より遅れたものの、リリー

ベルさがみはらの開設を行うことが出来

ました。とは言え、開設に際しては周囲の

方々に多大なるご迷惑をおかけしたこと

と思います。 

一昨年のフリースクール（法人本部）のリ

フォーム、昨年のリリーベルさがみはらの

開設等々、問題や課題は多々ありますが、前

へ進んでいることは有難いことであり、今

年はその問題や課題を少しずつクリアでき

るような活動が出来ればと思います。毎度

書いていることではありますが、自分が培

ってきたものを少しでも皆さんのお役に活

かせることが出来れば幸いです。今年もど

うぞ宜しくお願い致します。（桑原 和也） 

 

夕方の部はじめました 
 本年１月より「夕方フリースクール」をは

じめました。起立性調節障害などにより朝

起きられない、または、学習を中心に過ごし

たい、などのニーズを持つ児童を対象にし

ています。城南進学研究社の ICT 教材「デ

キタス」によるタブレット学習を採用した

ことが特徴です。フリースクールですので

校長先生の判断により学校の出席と認めら

れる他、親の会など鈴蘭学園の様々なサポ

ートを受けられることが塾との違いです。

１６時から２時間程度の短時間であるため、

疲れやすい児童でも利用しやすく、生活リ

ズムの乱れた児童のリハビリにも活用でき

ます。          （菅原 雅史） 
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昨年のよみうりランドにて 

クリスマスはみんなに

お菓子を配りました。 



リリーベルさがみはら 

寒い日も子どもたちは公園で遊んだり、室内でも元

気に活動しています。元気すぎて障子に穴を開けて

しまうこともしばしばですが、年末の大掃除の際に

は、子どもたちで障子の張替えをしました。初めての

経験でしたが、説明をよく聞き、真

剣なまなざしで紙がずれないよう

に合わせようとする姿が素敵だな

～と思った矢先にはしゃぎすぎ、ま

た穴を開けてしまい大笑い、本人は

苦笑いの年の瀬でした。 

 年始は凧あげ。自分で絵を描いた凧が空高く飛ぶ

様子はうれしいようで、落ちても何度もチャレンジし

楽しみました。 

今年もいろいろな活

動にチャレンジしてい

きます！ 

 

 

         スポーツサポートに参加しています      

 週１回、NPО法人 ジョガボーラさんの企画する、相模原市の地域活性化事業の活動に参

加させてもらっています。この活動は日中自宅などで過ごす子どもたちを対象に、居場所の

提供として体を動かしながら思い切り楽しもうというものです。広いグラウンドでのびのびと

走ったり、ボールを投げたり、サポートを受けながら楽しんでいます。ジョガボーラのスタッフ

さんや、地域から参加しているお子さん方とも交流ができ、いつもの仲間との活動では見ら

れない子どもたちの姿もあり、様々な視点から子どもたちの様子が見られ、新たな発見の場

となっています。 

 

お悩みの方、ご相談ください。 
自信・活力・自分らしさを取り戻すため、あなたと共に問題に向き合います。 

まずは、ご相談ください。 

相談専用ダイヤル ＴＥＬ：０４２－７３３－００１５ 

電話相談事業は、神奈川県フリースペース等補助金により運営しています。 

随分と前に出版された高崎先生（中村がフリースクールを立ち

上げる時にお世話になった高崎学園の園長）の本を読んで、感動

した子どもがいました。その中で、当時（今から20年ぐらい前）

不登校のお子さんに高崎先生が作成したお守り（テレホンカード

みたいなカード）を持たせ、何かあったらそれを出して相手に見

せ、自分の身を守りなさいというエピソードがあり、中村もその

お守りを高崎先生から貰いました。そして、大切に取っておこう

と常に持ち歩いていました。 

鈴蘭学園を開いて何年目だったか、いじめにより鈴蘭学園に通

っていた子どもが、立ち直って学校に復帰することになりました。

そのとき、大切にしていたそのお守りをその子に渡し、何かあっ

たらこれを相手に見せなさいと伝えました。一枚しかなかったお

守りでしたが、きっと大切にされているだろうと、今回高崎先生

の本を読んだ子どもにも、この話をしました。 

中村のとても感謝した話 

スタッフ日記 

 相模原駅からリリーベルさがみ

はらまでの道のり、少し距離があ

るのですがそれをプラスに捉え、

少し早歩きでウォーキングのよう

に大股で腕を振って歩いていま

す。 

 リリーベルに通うお子さんたち

と、外で元気に思い切り走り回れ

る体力をつけるためです！しかし

実際は…お子さんたちのパワーに

ついて行かれず「ちょっと休憩ね

～」とついつい言い訳をしてしま

います。 

毎年、「この一年やりたいことリ

スト１００」というものを作っていま

すが、今年はそのリストの上位に

「体力づくり」を入れました。 

 

 

お守りと同じデザイン

の本のカバーです。 


